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新
年
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
は
私
た
ち
藤
香

会
に
と
っ
て
「
さ
ら
な

る
充
実
の
年
」
に
し
た

い
と
念
願
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
五
月
の
総
会
に
お
い
て
改
革
の
基
本
方
針
を

ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
方
針
に
基
づ
き
長
政

公
の
法
要
を
菩
提
寺
の
崇
福
寺
で
十
六
代
当
主
黒
田
長

髙
様
（
当
会
名
誉
顧
問
）
列
席
の
も
と
、
厳
粛
に
執
り

行
い
ま
し
た
。
こ
の
二
月
に
は
忠
之
公
の
法
要
を
、
三

月
に
は
如
水
公
の
法
要
を
長
髙
様
に
御
臨
席
を
賜
り
実

施
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
黒
田
家
ゆ
か
り
の
神
社
へ
の

大
祭
参
詣
も
五
社
増
や
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
各
神
社

の
氏
子
代
表
の
方
々
と
も
交
流
を
も
っ
て
当
会
の
目
的

理
解
に
努
め
ま
し
た
。
福
岡
に
お
い
て
も
当
会
の
存
在

が
十
分
に
周
知
さ
れ
て
い
な
い
面
も
あ
り
、
広
報
の
面

か
ら
も
意
義
あ
る
こ
と
で
し
た
。

　

秋
の
歴
史
勉
強
会
も
「
野
村
望
東
尼
」
研
究
の
第
一

人
者
で
あ
る
谷
川
佳
枝
子
先
生
に
講
演
を
お
願
い
し
、

福
岡
市
博
物
館
に
一
五
〇
名
の
方
が
た
に
出
席
を
い
た

だ
き
大
盛
会
で
し
た
。
今
後
と
も
良
い
企
画
で
続
け
て

行
く
所
存
で
す
。

　

史
跡
巡
り
で
は
、
島
原
城
、
原
城
で
の
黒
田
藩
の
足

跡
を
辿
り
ま
し
た
。
例
年
よ
り
遠
く
に
出
か
け
た
に
も

拘
わ
ら
ず
三
十
名
の
会
員
の
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。
今

後
と
も
会
員
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

更
に
賛
助
会
員
募
集
で
す
が
、
お
陰
さ
ま
で
目
標
を

達
成
す
る
目
途
が
立
ち
ま
し
た
。
今
年
も
藤
香
会
の
発

展
の
為
に
会
員
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
本
年
も
会
員
の
皆
さ
ま
に
と

り
ま
し
て
幸
多
き
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
い
た

し
ま
す
。

藤
香
会
副
会
長
　
毛
屋
　
嘉
明

　

藤
香
会
の
皆
様
あ
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
12
月
10
日

の
忘
年
会
で
、「
藤
香
会
の

現
状
」
に
つ
い
て
、
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
。
そ
の

時
に
も
申
し
ま
し
た
が
、
総
会
に
て
承
認
に
な
り
ま
し

た
賛
助
会
員
の
募
集
に
着
手
し
、
昨
年
は
会
長
及
び
各

理
事
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、
24
の
企
業
・
団
体
、

寺
社
の
賛
助
会
員
加
入
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
り
当
初
の
目
標
達
成
が
で
き
る
目
途
が
た

ち
ま
し
た
。

　

改
め
て
ご
協
力
を
頂
い
た
賛
助
会
員
の
皆
様
に
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
引
き
続
き
、
お
礼
や
勧
誘
に
回
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
賛
助
金
は
会
長
の
年
頭
所
感
に
あ
る
と
お
り
有
効

に
活
用
し
て
、
更
な
る
藤
香
会
活
動
の
充
実
を
図
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
、
今
年
5
月
に

予
定
さ
れ
て
い
る
総
会
に
お
い
て
、
会
員
の
皆
様
に
説

明
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
共
、
藤
香
会
の

活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
を
迎
え
て

年
頭
に
あ
た
り

会員クリック⑱
　

真
言
宗
別
格
本
山
東
長
密
寺
は
弘
法
大
師
空
海
に

よ
っ
て
日
本
に
お
け
る
密
教
寺
院
最
初
霊
場
と
し
て

建
立
さ
れ
た
。

　

空
海
は
延
暦
23
年

（
８
０
４
）
31
で
渡

唐
し
、
都
で
あ
っ
た

長
安
（
現
在
の
西
安
）

の
青
龍
寺
恵
景
和
尚

の
法
を
享
け
真
言
宗

第
八
祖
と
し
て
遍
照

金
剛
の
阿
闇
梨
を
授

か
っ
た
。

　

33
歳
で
大
同
元
年

（
８
０
６
）
に
帰
朝

し
博
多
に
上
陸
し
一

宇
を
建
立
し
東
長
密

寺
（
密
教
が
東
に
長

く
伝
わ
る
よ
う
に
）

と
命
名
祈
誓
さ
れ

た
。
約
４
年
間
筑
紫

の
地
に
滞
在
さ
れ
た

後
、
上
洛
さ
れ
た
。

　

以
後
広
壮
な
大
伽

藍
を
誇
っ
て
い
た

が
、
元
寇
の
役
を
は
じ
め
幾
多
の
戦
火
に
遭
い
一
堂

を
残
す
の
み
と
な
っ
て
い
た
。

　

黒
田
家
は
禅
宗
を
宗
旨
と
し
て
い
た
が
、
第
二
代

忠
之
公
が
藩
主
と
な
る
や
、
日
頃
尊
崇
し
て
い
た
真

言
宗
の
信
仰
を
さ
ら
に
深
め
東
長
寺
を
菩
提
寺
と
定

め
、
諸
堂
を
建
立
寄
進
し
２
０
０
石
を
給
さ
れ
た
。

　

第
三
代
光
之
公
も
父
の
信
仰
を
う
け
て
東
長
寺
庇

護
の
念
厚
く
、
更
に
１
０
０
石
を
加
増
し
３
０
０
石

を
給
与
さ
れ
、
糟
屋
郡
奈
多
に
地
16
万
坪
を
薪
料
と

し
て
贈
っ
た
の
で
あ
る
。

　

東
長
寺
は
江
戸
初
年
よ
り
博
多
総
鎮
守
櫛
田
神

社
の
別
当
と
し
て
そ
の
経
営
に
あ
た
り
、
宮
の
境

内
に
神
護
寺
と
本
願
院
の
二
寺
を
建
立
し
て
い
た
。

明
治
の
神
仏
分
離
令
に
よ
っ
て
櫛
田
宮
と
分
離
し

た
の
で
あ
る
。
そ
の
名
残
り
が
、
祇
園
山
笠
が
、

７
月
15
日
の
早
朝
、
挙
っ
て
東
長
寺
に
奉
納
す
る

の
で
あ
る
。

　

又
、
黒
田
藩
内
に
於
け

る
宗
教
関
係
事
案
は
、
東

長
寺
奉
行
と
い
う
も
の
が

あ
り
、
黒
田
藩
寺
社
奉
行

と
の
折
衝
は
東
長
寺
奉
行

を
通
し
て
の
交
渉
で
決
め

ら
れ
て
い
た
。

境
内
墓
地
に
あ
る
、
第

二
代
忠
之
公
、
第
三
代

光
之
公
、
第
八
代
治
髙

公
の
墓
所
が
あ
る
が
、

特
に
第
二
代
忠
之
公
の

墓
は
日
本
第
二
の
大
き

さ
で
あ
る
。
五
輪
塔
墓

で
回
り
に
四
十
九
院
の

石
柱
が
立
ち
並
び
、
殉

死
者
６
名
の
墓
も
側
に

祀
ら
れ
て
い
る
。
以
後

殉
死
す
る
こ
と
を
徳
川

幕
府
が
禁
止
し
た
の
で
、

最
後
の
殉
死
が
「
忠
之

公
の
側
近
」
で
あ
っ
た
。

　

数
年
前
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
軍
師
官
兵
衛
が
放
映
さ
れ
、

官
兵
衛
ブ
ー
ム
が
沸
い
た
が
当
寺
内
の
黒
田
藩
主

の
墓
を
訪
れ
る
人
も
多
く
な
っ
た
。

黒
田
家
と
東
長
密
寺

東長寺住職
藤　田　紫　雲

東長寺山門
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今
回
は
、
東
長
寺
御
住
職
の
藤
田
紫
雲
師

に
東
長
寺
の
こ
と
と
黒
田
家
と
の
繋
が
り

に
つ
い
て
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
忠
之
公
ご
法

要
の
時
に
お
話
を
お
聞
き
す
る
の
で
す
が
、
会
員
全

て
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
掲
載
す
る
次
第
で
す
。

（
天
本
記
）

　

道
中
は
片
道
４
時
間
と
い
う
長
丁
場
の
た
め
、
車
内

で
は
田
中
崇
和
理
事
提
供
の
ビ
デ
オ
を
上
映
し
ま
し

た
。「
乞
食
大
将
」
は
市
川
右
太
衛
門
主
演
の
長
政
公

の
家
臣
・
後
藤
又
兵
衛
の
活
躍
を
え
が
い
た
映
画
、「
陸

軍
」
は
陸
軍
福
岡
24
連
隊
が
協
力
し
て
作
成
さ
れ
、
福

岡
市
内
が
随
所
に
写
さ
れ
て
い
ま
す
。「
ド
グ
ラ
・
マ

グ
ラ
」
は
福
岡
出
身
の
夢
野
久
作
の
作
品
で
、
九
州
大

学
医
学
部
が
中
心
と
な
っ
て
映
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
総
会
で
決
め
ら
れ
た
と
お
り
、
新
た
に

宗
像
大
社
、
住
吉
神
社
、
警
固
神
社
、
筥
崎
宮
の
例
大

祭
に
参
詣
い
た
し
ま
し
た
。

　

宗
像
大
社
に
は
10
月
１
日
に
山
崎
会
長
、
２
日
に
毛

屋
副
会
長
が
、
住
吉
神
社
に
は
10
月
14
日
に
田
島
事
務

局
長
と
浜
田
理
事
、
警
固
神
社
に
は
10
月
19
日
に
毛
屋

副
会
長
と
平
田
理
事
、
筥
崎
宮
に
は
９
月
15
日
に
毛
屋

副
会
長
と
田
島
事
務
局
長
が
そ
れ
ぞ
れ
参
詣
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
例
年
の
と
お
り
光
雲
神
社
、
鳥
飼
八
幡
宮
、

紅
葉
八
幡
宮
の
秋
季
例
大
祭
に
参
詣
し
ま
し
た
。

　

当
会
の
活
動
に
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
山
崎
会
長
が

昨
年
末
に
80
歳
に
な
ら
れ
、
今
後
の
ま
す
ま
す
の
活
躍

と
ご
健
康
を
念
願
し
て
忘
年
会
の
席
で
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

　

初
代
藩
主
長
政
公
の
ご
法
要
が
墓
所
の
あ
る
崇
福
寺

で
、
16
代
当
主
長
髙
様
の
ご
臨
席
の
も
と
会
員
50
名
が

参
列
し
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

福
岡
市
で
は
36
度
を
超
え
る
猛
暑
の
中
で
の
法
要
と

な
り
、
参
列
者
は
汗
だ
く
と
な
り
な
が
ら
焼
香
を
行
い

ま
し
た
。
本
堂
で
の
法
要
の
後
、
中
門
を
通
っ
て
黒
田

家
墓
所
に
向
か
い
長
政
公
の
墓
前
で
焼
香
を
行
い
、
滞

り
な
く
法
要
を
終
え
ま
し
た
。

　

藤
香
会
の
恒
例
の
歴
史

勉
強
会
が
９
月
24
日
、
福

岡
市
博
物
館
講
座
室
で

１
５
０
名
の
参
加
を
得
て
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
野
村
望
東
尼
研

究
家
の
谷
川
佳
枝
子
先
生

を
お
迎
え
し
、「
野
村
望

東
尼
の
生
涯
」
と
題
し
て 

１
時
間
20
分
に
亘
る
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
望

東
尼
が
勤
皇
の
思
想
を
身
に
付
け
て
ゆ
く
過
程
や
志
士

た
ち
と
の
交
わ
り
を
詳
し
く
説
明
さ
れ
、
折
節
に
詠
ん

だ
和
歌
を
参
加
者
全
員
が
唱
和
を
し
な
が
ら
の
講
演
で

し
た
。

　

望
東
尼
が
山
口
県
で
い
か
に
大
切
に
さ
れ
て
い
る

か
、
ま
た
そ
の
意
思
を
子
々
孫
々
に
伝
え
て
行
く
努
力

を
さ
れ
て
い
る
か
を
防
府
望
東
尼
会
の
活
動
の
説
明
を

原城跡にて

編集
後記

ホ
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通
し
て
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
後
は
先
生
持
参
の
井
上
馨
の
手
紙
や
望
東
尼
が

三
味
線
を
弾
い
て
い
る
骸
骨
姿
の
晋
作
を
描
い
た
絵
と

詠
ん
だ
和
歌
の
掛
け
軸
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

望
東
尼
の
１
５
０
回
遠
忌
法
要

　

藤
香
会
の
歴
史
勉
強
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
幕
末

の
歌
人
で
あ
り
勤
皇
の
志
士
で
あ
っ
た
野
村
望
東
尼
の

第
１
５
０
回
遠
忌
法
要
が
命
日
の
11
月
6
日
に
平
尾
山

荘
で
営
ま
れ
ま
し
た
。
当
会
か
ら
毛
屋
副
会
長
は
じ
め

理
事
３
名
と
会
員
が
参
列
し
ま
し
た
。

★
新
規
入
会
員
紹
介

７
月
　
渡
邉
桂
堂
・
今
藤
久
夫
・
吉
田
長
利
・

　
　
　
吉
田
登
志
枝

８
月
　
大
音
貴
久

10
月
　
矢
野
卓
爾
・
髙
杉
義
明
・
黒
田
　
剛

11
月
　
福
島
信
行
・
木
下
昭
弘
・
尾
形
大
作

12
月
　
樋
口
照
記
・
萩
尾
明
彦

　

10
月
18
日
に
参
加
者
30
名
が
有
馬
キ
リ
シ
タ
ン
遺
産

記
念
館
、
原
城
跡
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

記
念
館
で
は
、
案
内
ガ
イ
ド
さ
ん
の
歯
切
れ
の
よ
い

解
説
に
う
な
ず
き
な
が
ら
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

こ
を
統
治
し
て
い
た
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
の
有
馬
氏
と
天

正
少
年
遣
欧
使
節
団
の
栄
光
の
後
、
徳
川
幕
府
に
よ
る

禁
教
、
島
原
の
乱
と
続
く
弾
圧
の
時
代
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

島
原
の
乱
の
本
拠
地
で
多
く
の
人
々
が
籠
城
し
て
全

滅
し
た
原
城
跡
は
、
破
却
さ
れ
た
石
垣
や
門
の
礎
石
が

残
る
だ
け
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
痛
ま
し
さ
を
一
層
際

立
た
せ
て
い
ま
す
。
呼
応
し
て
立
ち
上
が
っ
た
天
草
の

島
々
が
指
呼
の
間
に
見
え
ま
す
。

　

筑
前
藩
は
黒
田
騒
動
で
の
幕
府
に
対
す
る
恩
義
も

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
、
忠
之
公
は
１
４
，
０
０
０
名
を

派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
熊
本
地
震
、
鳥
取
地
震
、

福
島
地
震
と
大
き
な
地
震
が
、
ま

た
お
隣
の
地
震
が
な
い
と
言
わ
れ

て
い
た
韓
国
で
も
大
き
な
地
震
が

起
き
、
被
害
が
出
ま
し
た
。

　
「
黒
田
播
磨
日
記　

安
政
二
年
」

に
は
、
10
月
19
日
の
記
述
に
、
江

戸
で
10
月
２
日
に
発
生
し
た
安
政
江
戸
地
震
で
死
者

８
３
，
０
０
０
人
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
幕
府
が

各
藩
に
被
害
状
況
の
提
出
を
求
め
た
よ
う
で
す
。

　
「
去
七
日
立
大
早
飛
脚
昨
夜
到
着　

地
震
ニ
而
上

之
段
江
上
々
様
被
成
御
座
候
段
等
委
細
御
到
来
」
と

あ
っ
て
安
政
２
年
10
月
７
日
に
幕
府
に
報
告
さ
れ
た

内
容
が
大
早
飛
脚
に
よ
っ
て
福
岡
に
も
た
ら
さ
れ
ま

し
た
。

　

黒
田
屋
敷
も
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。「
去

二
日
夜
地
震
ニ
而
美
濃
守

（
長
溥
の
こ
と
）桜
田
居
屋
敷 

并　

溜
池
中
屋
敷　

渋
谷
下

屋
敷　

深
川
清
住
町
下
屋
敷

共
震
潰
破
損
類
焼
等
・
・
・
」

と
し
て
各
屋
敷
の
被
害
状
況

を
幕
府
に
報
告
し
て
い
ま
す
。

　

溜
池
中
屋
敷
で
は
怪
我
を

し
て
亡
く
な
っ
た
人
が
男
女

そ
れ
ぞ
れ
３
名
ず
つ
出
て
い

ま
す
。 ちょっと

うんちく

山
崎
会
長
が
傘
寿
を

　
　
　
　

  

迎
え
ら
れ
ま
し
た

長
政
公
の

　
　

 

第
３
９
４
回
忌
ご
法
要

「
歴
史
勉
強
会
開
催
」

　
　
　

於
9
月
24
日
福
岡
市
博
物
館

＝
史
跡
巡
り
（
10
月
18
日
）＝

島
原
を
た
づ
ね
て

黒
田
家
所
縁
の

　

  

寺
社
参
詣
を
広
げ
る


